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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
と
Ｊ
Ａ
愛
媛
野
菜
生
産
者
組
織
協
議
会
は
、
毎

年
８
月
31
日
の
「
野
菜
の
日
」
に
あ
わ
せ
、
趣
向
を
凝
ら
し
な
が

ら
、
え
ひ
め
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
を
呼
び
か
け
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
８
月
30
日
、
松
前
町
の

エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
店
頭
で
、「
愛
媛
の
夏
野
菜
で

パ
ワ
ー
チ
ャ
ー
ジ
！ 

in
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
を

開
催
し
、「
野
菜
ス
ム
ー
ジ
ー
で
暑
い
夏
を
乗
り
切
っ
て
」

と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
㈱
カ
ゴ
メ
と
協
力
し
て
ト
マ
ト
32
㎏
、
キ
ュ

ウ
リ
15
㎏
と
カ
ゴ
メ
㈱
の
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
を
ミ
キ
サ
ー

に
か
け
て
作
っ
た
「
野
菜
ス
ム
ー
ジ
ー
」
を
計
１
、

０
０
０
杯
配
布
し
、
来
場
者
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。「
ト
マ

ト
ス
ム
ー
ジ
ー
」
は
、
冷
凍
し
て
お
い
た
ト
マ
ト
と
野

菜
ジ
ュ
ー
ス
で
素
材
の
味
を
活
か
し
た
ス
ム
ー
ジ
ー
で
、

「
ト
マ
ト
は
苦
手
」
と
い
う
子
ど
も
が
「
美
味
し
い
」
と

い
っ
て
飲
む
姿
を
見
て
、「
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
そ
う
」
と

保
護
者
の
方
も
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。「
キ
ュ
ウ
リ
ス

ム
ー
ジ
ー
」
は
、愛
媛
産
甘
夏
の
「
甘
夏
＆
レ
モ
ン
」
ミ
ッ

ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
を
使
用
し
、「
す
っ
き
り
爽
や
か
で
飲
み

や
す
い
味
」。
子
ど
も
た
ち
も
、「
苦
い
の
か
と
思
っ
た

け
ど
甘
く
て
美
味
し
い
」
と
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
食
べ
方
提
案
等
を
通
し
て
消
費
拡
大
を
呼
び

か
け
ま
す
。

Vol.166

「
野
菜
の
日
」

イ
ベ
ン
ト

（
松
前
町
）

JA周桑

今治市波方町今治市波方町今治市波方町

JAにしうわ
川上共選

今治市波方町

松前町

▲�「おいしい。」えひめ野菜のキャラクター
「乱太郎」のうちわやレシピの配付も喜
ばれました。

▲大勢の方で賑わいました。



今月の表紙

　秋日和に、家族みんなで脱穀作業。足
踏み式脱穀機に興味津々のお兄ちゃん。
休憩中におじいちゃんから使い方を教わ
ります。おにぎりをほおばりつつ、ほほ
えましく見守っているお父さんとお母さ
ん。農作業も親から子へ、孫へとつながっ
ていきます。今年もふっくら、つやつや、
おいしい新米をどうぞ、召し上がれ！

●表紙：脱穀作業
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.166

「野菜の日」イベント
（松前町）

●2　 　〈特集〉

	 平成26年産温州みかん出荷販売対策と消費宣伝活動

	 	高品質果実の計画出荷、需給調整対策、
効果的な消費宣伝活動等を展開します。

●6　　 THE・ねっとわーく

●9　　 統計BOX

●10　　 ふるさと  ESSAY  VOL.234

世の中、まんざら
捨てたもんじゃない	２

 村松　つねさん

●12　　 TOPIC NEWS

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉豚肉「ふれ愛・媛ポーク」

October 2014

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



　

平
成
26
年
産
温
州
み
か
ん
の
生
産
予
想

量
は
、
日
園
連
の
９
月
１
日
時
点
の
主
産

県
調
査
に
よ
る
と
80
万
５
千
ト
ン
程
度

（
前
年
比
98
％
、
24
年
比
１
０
３
％
）、
愛

媛
県
は
13
万
５
千
ト
ン（
前
年
比
98
％
、24

年
比
１
０
４
％
）
で
、
適
正
生
産
量
（
全
国

89
万
ト
ン
、
愛
媛
14
万
７
、９
８
０
ト
ン
）

を
下
回
る
状
況
で
す
が
、
依
然
と
し
て
園

地
・
樹
に
よ
る
バ
ラ
ツ
キ
も
あ
り
、
今
後

年
を
わ
ず
か
に
下
回
る
程
度
で
す
が
、
競

合
品
目
で
あ
る
り
ん
ご
・
か
き
の
作
柄
が

平
年
よ
り
や
や
多
い
予
想
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、消
費
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

市
場
別
の
販
売
動
向
を
把
握
し
た
出
荷
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
11
月
中
下
旬
の
恒
常
的
な
売
り

悩
み
と
と
も
に
、
特
に
近
年
12
月
中
旬
以

降
の
供
給
過
剰
に
よ
る
荷
動
き
の
停
滞
・

価
格
低
迷
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
26
年

産
露
地
み
か
ん
の
出
荷
販
売
に
あ
た
っ
て

は
、
高
品
質
果
実
の
出
荷
を
基
本
に
出
荷

時
の
品
質
基
準
の
遵
守
や
計
画
出
荷
に
努

　

平
成
26
年
産
温
州
み
か
ん
の
生
産
予
想
量
（
日
園
連
主
産
県
調
査
）
は
、
全
国
で
約
80
万
５
千
ト
ン
（
前
年
比
98
％
、
24
年

比
１
０
３
％
）、
愛
媛
県
は
13
万
５
千
ト
ン
（
前
年
比
98
％
、
24
年
比
１
０
４
％
）
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
Ｊ

Ａ
の
露
地
み
か
ん
の
出
荷
計
画
量
（
９
月
20
日
時
点
）
は
、６
万
１
、５
０
７
ト
ン
（
前
年
比
96
％
、24
年
比
１
０
５
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
26
年
産
温
州
み
か
ん
の
出
荷
販
売
対
策
と
消
費
宣
伝
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
ら
に
隔
年
結
果
の
是
正
に
向
け
た
適
正

着
果
対
策
を
徹
底
し
、
高
品
質
果
実
生
産

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

26
年
産
露
地
み
か
ん
は
、
裏
年
廻
り
で

は
あ
り
ま
す
が
、
着
果
量
は
全
体
的
に
多

く
、
生
理
落
果
に
お
い
て
も
二
次
落
果
が

少
な
か
っ
た
た
め
、
近
年
の
裏
年
に
比
べ

て
生
産
量
は
若
干
多
い
模
様
で
す
。ま
た
、

早
生
み
か
ん
の
販
売
価
格
を
左
右
す
る
極

早
生
の
生
産
量
は
、
前
年
を
や
や
下
回
る

予
想
と
な
っ
て
お
り
、
高
品
質
果
実
の
生

産
・
出
荷
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

早
生
以
降
に
つ
い
て
は
、
生
産
量
は
前

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

26
年
産
温
州
み
か
ん
を

め
ぐ
る
情
勢

特

集

◆特集：平成26年産温州みかん出荷販売対策と消費宣伝活動

高
品
質
果
実
の
計
画
出
荷
、
需
給
調
整
対
策
、

効
果
的
な
消
費
宣
伝
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
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11
月
中
下
旬
は
恒
常
的
な
売
り
悩
み
を

回
避
す
る
た
め
市
場
別
の
販
売
状
況
を
勘

案
し
販
売
先
の
需
要
に
応
じ
た
出
荷
に
努

め
る
と
と
も
に
、
品
種
の
切
り
替
え
を
ス

ム
ー
ズ
に
図
り
ま
す
。
ま
た
、
日
量
出
荷

量
の
平
準
化
を
図
り
、
祝
祭
日
お
よ
び
休

市
明
け
と
11
月
６
日
、
11
月
27
日
、
12
月

４
日
は
平
常
時
の
20
％
増
以
内
に
抑
え
ま

す
。

　

県
域
の
価
格
維
持
対
策
と
し
て
、
下
等

級
品
の
市
場
隔
離
を
図
る
た
め
加
工
誘
導

対
策
事
業
を
実
施
・
有
効
活
用
し
ま
す（
１

月
31
日
ま
で
に
２
，
５
０
０
ト
ン
対
象
）。

【
普
通
温
州
み
か
ん
】

　

近
年
の
12
月
中
旬
以
降
の
一
時
的
な
需

要
の
落
ち
込
み
に
対
応
す
る
た
め
、
自
主

調
整
を
含
め
た
機
動
力
の
あ
る
出
荷
を
実

施
し
ま
す
。

　

販
売
店
で
は
年
末
年
始
無
休
営
業
が
常

態
化
し
、
消
費
の
標
準
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
需
要
に
応
じ
た
出
荷
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
年
内
に
無
理
し
た
出
荷
を

行
わ
ず
に
年
明
け
販
売
も
視
野
に
入
れ
た

出
荷
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
年
明

け
販
売
分
は
、
品
質
低
下
の
な
い
よ
う
に

貯
蔵
管
理
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

１
月
末
ま
で
果
実
需
給
調
整
対
策
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

級
品
の
市
場
隔
離
を
図
る
た
め
加
工
誘
導

対
策
事
業
を
実
施
・
有
効
活
用
し
ま
す
。

（
加
工
誘
導
対
策
事
業
は
、
11
月
10
日
ま

で
。
対
象
数
量
は
当
初
１
、０
０
０
ト
ン

の
計
画
で
し
た
が
、
り
ん
ご
・
柿
な
ど
競

合
果
実
の
潤
沢
な
入
荷
等
に
よ
る
厳
し
い

販
売
状
況
を
受
け
、
１
、３
０
０
ト
ン
に

拡
大
し
ま
し
た
）。

　

ま
た
、
全
国
産
地
と
協
調
連
携
し
カ
ナ

ダ
向
け
に
輸
出
し
国
内
の
価
格
維
持
を
図

り
ま
す
。

【
早
生
み
か
ん
】

　

早
生
み
か
ん
の
販
売
開
始
に
あ
た
っ
て

は
、
市
場
残
荷
量
等
の
販
売
状
況
や
品
質

状
況
を
勘
案
し
た
な
か
で
開
始
し
ま
す
。

め
る
と
と
も
に
、
市
場
価
格
の
維
持
を
目

的
と
し
た
果
実
需
給
調
整
対
策
事
業
及
び

一
般
消
費
者
を
対
象
と
し
た
消
費
宣
伝
事

業
を
有
効
活
用
し
、
次
年
度
に
つ
な
が
る

販
売
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

【
極
早
生
み
か
ん
】

　

極
早
生
み
か
ん
の
販
売
は
10
月
末
終
了

を
徹
底
し
ま
す
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
ず

11
月
に
出
荷
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
確

実
に
糖
度
11
度
以
上
の
品
質
が
確
保
で
き

る
も
の
に
限
定
し
早
期
に
出
荷
を
切
り
上

げ
ま
す
。
低
品
位
果
実
の
市
場
出
荷
の
自

粛
、
県
域
の
価
格
維
持
対
策
と
し
て
下
等

販
売
具
体
策

表１　品質基準

出荷時期 糖度 酸度

９月 9.0度以上 1.0％以下

10月 10.0度以上 1.0％以下

11月以降 11.0度以上 0.9%以下

※市場到着時目標とし、全国連の品質基準に準ずる。
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【
各
品
種
共
通
対
策
】

　

精
度
の
高
い
出
荷
計
画
の
策
定
と
産
地

状
況
の
迅
速
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
品
質
・
階
級
基
準
を
厳
守
す
る
と

と
も
に
、
低
品
位
果
実
は
加
工
仕
向
け
等

の
市
場
隔
離
を
行
い
ま
す
。

　

品
種
・
系
統
の
品
質
特
性
を
踏
ま
え
た

適
期
出
荷
を
徹
底
し
ま
す
。
早
生
の
販
売

開
始
は
、
基
本
的
に
11
月
か
ら
と
し
、
極

早
生
か
ら
早
生
へ
の
切
り
替
え
を
明
確
に

し
ま
す
。
ま
た
、
11
月
～
12
月
10
日
に
お

け
る
水
曜
日
の
販
売
分
は
出
荷
停
止
と
し

ま
す
。
※
対
象
日
は
、
11
月
５
日
・
12
日

（
休
市
）・
19
日
（
休
市
）・
26
日
、
12
月

３
日
・
10
日
（
休
市
）
の
合
計
６
回

　

全
果
協
10
地
域
市
場
出
荷
計
画
の
旬
別

前
年
比
を
指
標
と
し
て
出
荷
計
画
を
樹
立

す
る
と
と
も
に
、
選
果
場
ご
と
の
出
荷
状

況
を
的
確
に
把
握
し
、
市
場
出
荷
残
量
を

踏
ま
え
た
計
画
的
な
出
荷
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
指
導
部
署
と
の
連
携
を
密

に
し
、
選
果
・
選
別
・
出
荷
予
措
の
徹
底

と
10
地
域
市
場
出
荷
計
画
を
基
準
と
し

て
、
市
場
ご
と
に
残
荷
量
・
未
仕
切
等
の

販
売
状
況
を
加
味
し
た
出
荷
量
を
調
整
し

ま
す
。

　

需
給
調
整
に
基
づ
い
た
適
正
出
荷
量
と

特
別
出
荷
調
整
の
対
象
期
間
（
11
月
中
下

旬
）
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
別
出
荷
量
を
遵
守
す

る
と
と
も
に
、
長
期
取
引
契
約
数
量
を
必

愛
媛
み
か
ん
の
魅
力
を
訴
え
、
消
費
拡
大

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
で
12
年
目
を
迎
え
る
食
育

活
動
は
、
幼
稚
園
児
お
よ
び
保
護
者
を
対

象
と
し
た
「
は
じ
め
て
の
み
か
ん
む
き
企

画
」
等
の
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
高
齢
者
向
け

福
祉
施
設
で
専
門
家
が
愛
媛
み
か
ん
の
健

康
機
能
成
分
に
つ
い
て
講
義
し
、
愛
媛
み

か
ん
の
魅
力
を
伝
え
新
た
な
販
路
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

愛
媛
み
か
ん
大
使
に
よ
る
消
費
宣
伝
・

み
か
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
効

果
的
な
活
動
を
計
画
・
実
施
し
、
愛
媛
み

か
ん
の
Ｐ
Ｒ
・
知
名
度
向
上
を
図
り
ま
す
。

◆
消
費
宣
伝
事
業
内
容

１
．
全
国
果
実
生
産
出
荷
安
定
協
議
会

　
「
食
生
活
指
針
」
や
「
食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
」
に
基
づ
い
た
「
日
本
型
食
生
活
」

を
推
進
し
、
果
実
摂
取
の
重
要
性
を
訴
求

す
る
た
め
「
毎
日
く
だ
も
の
２
０
０
グ
ラ

ム
運
動
」
の
普
及
啓
発
活
動
の
実
践
、
安

全
・
安
心
な
国
産
果
実
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
話
題
性
の
醸
成
・
提
供
、
果
物

の
持
つ
栄
養
・
効
能
・
機
能
性
の
周
知
お

よ
び
全
国
の
果
樹
産
地
と
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
行
い
、
国
産
果
実
全
体
の
需

要
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
・
県
・

農
協
の
各
段
階
の
役
割
分
担
を
明
確
化

達
し
ま
す
。

　

緊
急
需
給
調
整
特
別
対
策
事
業
が
発
動

さ
れ
た
場
合
は
、
事
業
実
施
方
針
に
基
づ

き
価
格
下
落
の
主
因
と
な
る
恐
れ
の
あ
る

果
実
を
加
工
原
料
に
仕
向
け
ま
す
。

【
階
級
基
準
】

　

出
荷
階
級
は
２
Ｌ
～
Ｓ
級
と
し
ま
す
。

【
緊
急
時
の
対
策
】

　
「
緊
急
需
給
調
整
特
別
対
策
事
業
」
が

発
動
さ
れ
た
場
合
は
全
果
協
お
よ
び
県
果

協
の
実
施
方
針
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

市
場
価
格
の
急
落
が
懸
念
さ
れ
、
か
つ
市

場
在
庫
が
増
加
傾
向
に
あ
る
場
合
は
、
果

実
販
売
部
会
・
販
売
情
勢
検
討
会
等
で
協

議
し
、
緊
急
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

26
年
度
は
、
温
州
み
か
ん
消
費
宣
伝
事

業
の
柱
と
な
る
店
頭
試
食
宣
伝
販
売
に
お

い
て
、
販
売
力
の
高
い
店
舗
の
設
定
や
販

売
時
期
に
強
弱
を
つ
け
る
な
ど
販
促
の
あ

り
方
を
十
分
精
査
し
た
上
で
、
効
果
的
な

販
促
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
店
頭
販
促
を

行
う
Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
の
研
修
会
等
を
実
施
す

る
こ
と
で
愛
媛
県
産
か
ん
き
つ
に
対
す
る

知
識
を
深
め
、
消
費
者
に
五
感
を
通
じ
て

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

効
果
的
な
消
費
宣
伝
活
動
で

愛
媛
み
か
ん
Ｐ
Ｒ
と
販
売
拡
大
を

特

集
◆特集：平成26年産温州みかん出荷販売対策と消費宣伝活動

4



し
、
全
国
の
果
樹
産
地
が
協
調
し
た
事
業

展
開
を
図
り
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な

取
り
組
み
内
容
と
し
ま
す
。

２
．
え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構

　

消
費
者
に
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」、「
オ
レ

ン
ジ
ロ
ー
ド
」
の
認
知
度
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
愛
媛
県
産
か
ん
き
つ
全
体
の
Ｐ

Ｒ
及
び
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
効
果
的

な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
・
実
施
し
ま
す
。

３
．
店
頭
試
食
宣
伝

　

愛
媛
み
か
ん
の
売
り
場
確
保
・
販
売
数

量
・
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
店

舗
の
状
況
に
あ
っ
た
販
促
を
実
施
し
、
よ

り
多
く
の
消
費
者
に
愛
媛
み
か
ん
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。
ま
た
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
愛

媛
県
産
青
果
物
の
売
り
場
を
確
保
し
て
く

５
．
食
育
活
動
事
業

　

今
年
で
12
年
目
を
迎
え
、
幼
稚
園
・
保

護
者
等
か
ら
も
好
評
の
「
は
じ
め
て
の
み

か
ん
む
き
」
企
画
を
実
施
し
、
幼
稚
園
児

に
み
か
ん
を
自
分
で
剥
く
行
為
の
啓
蒙
活

動
を
行
い
ま
す
。
保
護
者
に
配
布
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
愛
媛
柑
橘
の
歴
史

や
品
種
、
お
い
し
い
み
か
ん
が
で
き
る
ま

で
の
流
れ
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
、
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
親
し
め
る
内
容
と
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
日
常
生
活
の
中
で
か
ん

き
つ
類
を
食
べ
る
こ
と
の
習
慣
付
け
を
行

い
、
旬
の
お
い
し
い
「
愛
媛
み
か
ん
」
を

印
象
付
け
て
広
範
な
消
費
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、愛
媛
柑
橘
全
体
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

６
．
Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
組
織
強
化
事
業

　

愛
媛
産
柑
橘
の
よ
り
効
果
的
な
店
頭
試

食
宣
伝
販
売
を
行
う
た
め
に
、
Ｓ
Ｐ
レ

デ
ィ
の
組
織
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
温

州
み
か
ん
研
修
会
（
１
０
０
人
研
修
会
）

で
は
、
26
年
産
柑
橘
類
の
生
育
状
況
・
作

柄
等
の
説
明
会
を
実
施
し
、
産
地
状
況
等

も
把
握
し
て
も
ら
い
、
産
地
と
一
体
感
を

持
っ
て
販
売
で
き
る
よ
う
協
力
体
制
を
強

化
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
中
晩
柑
、

晩
柑
類
の
研
修
会
を
同
時
開
催
し
、
よ
り

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
研
修
を
実
施
し
ま

す
。

れ
る
「
愛
媛
協
力
店
」
を
設
定
し
、
愛
媛

果
物
の
情
報
発
信
と
消
費
拡
大
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
福
祉
施
設
で
、
愛

媛
み
か
ん
の
健
康
機
能
成
分
の
紹
介
や
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
い
販
路
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。

４
．
愛
媛
み
か
ん
大
使
に
よ
る
消
費
宣
伝

　
　
「
愛
媛
み
か
ん
の
顔
」
と
し
て
愛
媛

み
か
ん
大
使
を
東
京
・
大
阪
等
の
大
都
市

に
派
遣
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
を
巡
回
訪
問
し
、
愛
媛

み
か
ん
の
季
節
到
来
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

取
り
組
み
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
イ
ベ

ン
ト
の
記
事
掲
載
等
を
通
じ
て
消
費
宣
伝

の
相
乗
効
果
を
図
り
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
農

畜
産
物
消
費
拡
大
推
進
本

部
は
、来
年
１
月
末
ま
で
、

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
農

畜
産
物
消
費
拡
大
運
動
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
愛
媛
県
産
農
畜
産
物
加

工
品
消
費
拡
大
運
動
方
針
に
基
づ
き
、
良

質
で
安
全
な
県
内
産
「
乳
製
品
」
の
愛
用

を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業
の
振
興

を
図
り
、
地
産
地
消
の
実
践
を
目
指
す
も

の
で
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
毎
年
取

生活
資材課

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
畜
産
物
消
費

拡
大
運
動
展
開
中
！

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、
ら
く
れ
ん

の
乳
製
品
１
万
５
、５
４
１
セ
ッ
ト
を
目

標
に
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

運
動
で
は
、
歯
の
健
康
を
ま
も
る
乳
酸

菌
「
Ｌ
８
０
２
０
菌
」
を
使
用
し
た
ヨ
ー

グ
ル
ト
な
ど
７
種
類
・
12
個
の
乳
製
品
を

セ
ッ
ト
に
し
た「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
」

（
２
、０
５
０
円
）、
３
種
・
15
個
の
レ
ア

チ
ー
ズ
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
セ
ッ
ト
」（
２
、１
０
０
円
）、
バ
タ
ー

と
レ
ア
チ
ー
ズ
３
種
を
セ
ッ
ト
に
し
た

「
乳
製
品
セ
ッ
ト
」（
２
、１
０
０
円
）、「
牛

乳
屋
さ
ん
の
ほ
わ
い
と
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」

（
２
８
０
ｇ
１
個
・
１
、７
０
０
円
・
宅
配

料
金
別
）
の
４
ア
イ
テ
ム
で
す
。

　

新
登
場
の「
ほ
わ
い
と
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」

は
、「
ら
く
れ
ん
牛
乳
」
と
「
ピ
ュ
ア
ホ

ワ
イ
ト
卵
」（
黄
身
が
白
い
卵
）
を
使
っ

て
真
っ
白
な
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ル
生
地
に
仕

上
げ
て
い
ま
す
。
手
作
り
の
た
め
数
量
・

期
間
限
定
で
、
冷
凍
宅
配
便
で
お
届
け
し

ま
す
。

　

な
お
、
上
期
に
実
施
し
た
『
え
ひ
め
み

か
ん
・
い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
愛
用
運
動
』

で
は
、
目
標
の
33
万
ケ
ー
ス
を
上
回
る

36
万
９
、６
７
７
ケ
ー
ス
（
８
月
末
）
の

実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
格

別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
運
動
も
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は

県
内
産
を
中
心
と
し
た

「
食
肉
加
工
品
」
も
推
進
中
！

　　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
生
活
資
材
課
で
は
、

来
年
２
月
末
ま
で
、
良
質
で
安
全
な
愛
媛

県
内
産
牛
・
豚
肉
の
地
産
地
消
を
通
じ
て

地
域
農
業
の
振
興
を
図
ろ
う
と
、「
食
肉

加
工
品
」
の
取
扱
い
・
消
費
拡
大
を
推
進

中
で
す
。

　

取
扱
商
品
（
セ
ッ
ト
）
は
、伊
予
牛
「
絹

の
味
」、「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
の
精
肉

セ
ッ
ト
や
レ
ト
ル
ト
の
カ
レ
ー
セ
ッ
ト
、

愛
媛
県
産
豚
肉
を
使
用
し
た
「
豚
バ
ラ
柔

ら
か
角
煮
」、「
豚
ロ
ー
ス
豚
丼
」、
国
産
豚

肉
を
使
用
し
た
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
合
計
12

ア
イ
テ
ム
を
用
意
し
、
１
万
３
、２
５
１

セ
ッ
ト
を
目
標
に
利
用
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
賞
味
・
ご
注

文
く
だ
さ
い
。

　　

愛
用
運
動
商
品
と
食
肉
加
工
品
の
ご
注

文
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
Ｊ

Ａ
ま
た
は
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
生
活
資
材
課

（
℡
０
８
９

−

９
０
５

−

２
７
１
５
）
ま

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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「
絹
の
味
」
の
購
入
者
を
対
象
に
し
た
ク

ロ
ー
ズ
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
該
当
商
品
の

シ
ー
ル
各
１
枚
（
計
２
枚
）
を
貼
っ
て
応

募
す
る
と
抽
選
で
、
ひ
め
キ
ュ
ン
フ
ル
ー

ツ
缶
の
ラ
イ
ブ
招
待
券
（
50
人
）、
フ
ジ

商
品
券
３
、０
０
０
円
分
（
50
人
）、「
ふ

れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
肱
川
清
流
豚
・
伊

予
牛
「
絹
の
味
」
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
セ
ッ
ト

（
１
０
０
人
）
が
合
計
２
０
０
人
に
当
た

り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
10
月
25
日
（
土
）
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｉ 

グ
リ
ー
ン
コ
ー
ト
で
「
ひ
め
キ
ュ

ン
フ
ル
ー
ツ
缶
ラ
イ
ブ
」、
食
品
売
場
特

設
コ
ー
ナ
ー
で
「
ひ
め
キ
ュ
ン
フ
ル
ー
ツ

缶
」
と
「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
若
手
生

産
者
ユ
ニ
ッ
ト
「
ひ
め
と
ん
ボ
ー
イ
ズ
」

な
ど
が
お
客
様
に
直
接
購
入
を
呼
び
か

け
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
・
応
募
方
法
な

ど
は
、
フ
ジ
店
頭
ポ
ス
タ
ー
か
Ｊ
Ａ
全
農

え
ひ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
畜

産
部
は
㈱
フ
ジ
と
共
同

で
、
愛
媛
産
ブ
ラ
ン
ド
肉

の
「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」

と
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
の
販
売
拡
大
＝
地

産
地
消
の
拡
大
を
め
ざ
し
、
10
月
13
日
か

ら
11
月
30
日
ま
で
、
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
中
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
、
量
販
店
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
消
費
者
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。
地
元
ア

イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
ひ
め
キ
ュ
ン
フ
ル
ー

ツ
缶
」
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
起
用
し
て
幅
広
い
年
齢
層
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
愛
媛
県
産
系
統
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
販
売

拡
大
＝
地
産
地
消
の
拡
大
を
め
ざ
し
ま

す
。

◆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称

　

私
た
ち
も
お
す
す
め
し
ま
す
！

　
「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
フ
ジ
オ
リ
ジ

ナ
ル
肱
川
清
流
豚
・
伊
予
牛
「
絹
の
味
」

を
買
っ
て
ラ
イ
ブ
に
行
こ
う
！

◆
応
募
方
法
・
賞
品

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
愛
媛
県
内
フ
ジ

全
43
店
で
実
施
。「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」

フ
ジ
オ
リ
ジ
ナ
ル
肱
川
清
流
豚
と
伊
予
牛

県
内
フ
ジ
全
43
店
舗
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、

地
産
地
消
の
拡
大
め
ざ
す
！

畜産部
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を
大
量
に
品
揃
え
し
、『
Ｊ
Ａ
石
碑
大
展

示
予
約
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

県
内
最
大
級
の
規
模
と
な
る
展
示
会
で

は
、
良
質
で
厳
選
さ
れ
た
愛
媛
の
銘
石

「
大
島
石
」
な
ど
各
種
石
碑
を
豊
富
に
取

り
揃
え
、
墓
石
の
完
成
時
の
形
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
よ
う
納
骨
舞
台
を
含
め
た
セ
ッ

ト
墓
、
小
物
ま
で
大
量
に
展
示
販
売
し
ま

す
。
セ
ー
ル
期
間
中
は
、
Ｊ
Ａ
組
合
員
の

特
別
価
格
で
提
供
す
る
ほ
か
、
数
量
限
定

ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
さ
ら
に
１
０
０
万
円

以
上
ご
成
約
の
方
に
は
シ
ャ
ー
プ
「
お
茶

プ
レ
ッ
ソ
」
や
可
愛
い
「
石
の
置
物
」
が

当
た
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
を
用
意
し
、

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ラ
シ
配
布
及
び
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
等
を
通

じ
て
ご
来
場
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
展

示
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
来
場
申

込
み
は
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
に
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

県
内
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
全
農

え
ひ
め
生
活
資
材
課
は
、

Ｊ
Ａ
石
碑
事
業
の
普
及
拡

大
と
墓
石
の
円
滑
な
建
立

を
目
的
に
、
10
月
か
ら
12
月
末
ま
で
、『
秋

期
石
碑
予
約
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実

施
中
で
す
。

　

特
に
11
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
の
３
日

間
は
、
松
山
市
の
51
番
札
所
石
手
寺
前
の

㈱
イ
フ
イ
特
設
展
示
場
で
、
石
碑
・
仏
壇

の
現
品
特
別
大
奉
仕
品
も
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
作
お
仏
壇
市
ご
予
約
会

も
同
時
開
催
す
る
ほ
か
、
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
お
墓
や
仏
壇
・
仏
具
に
関
す
る
い
ろ
い

ろ
な
質
問
・
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
毎

年
ご
来
場
の
皆
様
か
ら
は
、「
い
ろ
い
ろ

見
比
べ
て
納
得
し
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
展
示
会
ご
来
場
の
方
に
は
も
れ

な
く
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ほ
か
、
墓

石
・
仏
壇
を
ご
成
約
の
方
に
は
電
気
ケ
ト

11
月
21
日
か
ら
３
日
間　

豊
富
な
品
揃
え
で

『
Ｊ
Ａ
石
碑
大
展
示
ご
予
約
会
』
開
催
！

生活
資材課
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9

業
・
農
村
は
、
食
料
の
生
産
だ
け

で
な
く
、
国
土
・
自
然
環
境
の
保

全
な
ど
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
し
て
お

り
、
農
村
で
農
業
が
継
続
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
都
市
住
民
を
含
む
様
々
な

人
々
に
多
様
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、耕
地
面
積
は
、工
場
用
地
や
道
路
、

宅
地
等
へ
の
転
用
及
び
耕
作
放
棄
地
の
拡

大
等
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
は
、
農
作
物
作
付
（
栽
培
）

延
べ
面
積
及
び
耕
地
利
用
率
に
つ
い
て
み

て
い
き
ま
す
。

　　　　　

平
成
25
年
の
全
国
の
農
作
物
作
付
（
栽

培
）
延
べ
面
積
（
田
畑
計
）
は
４
１
６ 

万
７
、０
０
０
ha
で
前
年
並
み
と
な
り
ま

し
た
。

　

作
物
別
の
割
合
を
み
る
と
、水
陸
稲
（
子

実
用
）
が
１
５
９
万
９
、０
０
０
ha
（
38
％
）

期
的
な
推
移
を
み
る
と
、
40
年
前
の
昭
和

48
年
に
比
べ
て
、
20
・
４
ポ
イ
ン
ト
低
下

し
て
い
ま
す
（
図
３
）。

　

食
料
自
給
率
の
向
上
を
図
り
農
業
・
農

村
の
多
面
的
機
能
を
維
持
・
発
揮
す
る
た

め
に
は
、
麦
、
大
豆
、
飼
料
用
米
な
ど
の

生
産
拡
大
を
進
め
る
と
と
も
に
、
耕
地
の

有
効
利
用
や
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

※ 

耕
地
利
用
率
と
は
、
耕
地
面
積
に
対
す

る
作
付
（
栽
培
）
延
べ
面
積
の
割
合
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

で
最
も
多
く
、
次
い
で
飼
肥
料
作
物
１ 

０
１
万
２
、０
０
０
ha
（
24
％
）、
野
菜

53
万
３
、１
０
０
ha
（
13
％
）
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

こ
の
結
果
、
全
国
の
耕
地
利
用
率
は
、

前
年
並
み
の
91
・
８
％
（
田
が
92
・
５
％
、

畑
が
91
・
１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　　　　　

愛
媛
県
の
農
作
物
作
付
（
栽
培
）
延
べ

面
積
（
田
畑
計
）
は
４
万
５
、２
０
０
ha
で
、

前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

作
物
別
の
割
合
を
み
る
と
、
果
樹
が

１
万
９
、５
０
０
ha
（
43
％
）で
最
も
多
く
、

次
い
で
水
稲
（
子
実
用
）
１
万
５
、３
０
０

ha
（
34
％
）、
野
菜
５
、１
４
０
ha
（
11
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

こ
の
結
果
、
平
成
25
年
の
愛
媛
県
の
耕

地
利
用
率
は
、
86
・８
％
（
田
が
92
・４
％
、

畑
が
82
・
４
％
）
と
な
り
、
前
年
に
比
べ

て
０
・５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
が
、
長

耕地を有効利用し、美しく活力ある農業・農村に
－ 平成25年農作物作付（栽培）延べ面積及び耕地利用率調査結果から －

愛
媛
県
は
果
樹
と
水
稲（
子
実
用
）

で
約
８
割
を
占
め
る

全
国
の
耕
地
利
用
率
は

91
・
８
％
で
、
前
年
並
み

農図１　平成25年農作物作付（栽培）
　　　延べ面積の作物別割合

平成25年
全　国

416万7,000ha
（100％）

水陸稲
（子実用）
（38）

飼肥料作物
（24）

野菜
（13）

麦類
（子実用）
（7）

果樹
（6）

その他
（12）

（全国）

図２　平成25年農作物作付（栽培）
　　　延べ面積の作物別割合

平成25年
愛媛県

４万5,200ha
（100％）

水稲
（子実用）
（34）

麦類（子実用）（4）

野菜
（11）

飼肥料作物（4）

果樹
（43）

その他（4）
（愛媛県）

図３　農作物作付（栽培）延べ面積と耕地利用率の推移
（愛媛県、田畑計）
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陽
気
な
性
格
で
、
な
ぜ
か
根
拠
の
な
い
自

信
に
あ
ふ
れ
て
い
る
私
で
す
。
で
も
さ
す
が

に
設
立
か
ら
ず
っ
と
年
度
末
決
算
で
赤
字
が

続
く
と
、笑
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

経
営
者
Ａ
さ
ん
か
ら
は
「
も
う
、
社
会
貢

献
は
や
め
な
さ
い
。
無
料
相
談
を
有
料
相
談

に
す
る
べ
き
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
確
か

に
何
の
収
益
も
生
ま
な
い
無
料
相
談
の
た
め

の
人
件
費
は
と
て
も
高
い
で
す
。
で
も
、
必

要
な
人
に
必
要
な
支
援
を
提
供
す
る
と
い
う

思
い
で
こ
こ
ろ
塾
を
立
ち
上
げ
た
私
に
と
っ

て
、
利
用
料
と
い
う
壁
を
作
る
こ
と
は
と
て

も
辛
い
こ
と
な
の
で
す
。

　

う
つ
病
で
休
職
が
長
引
く
と
無
収
入
に
な

り
ま
す
。
生
命
保
険
金
で
子
ど
も
の
学
費
を

賄
お
う
と
考
え
る
く
ら
い
に
心
の
病
と
お
金

の
問
題
は
、
密
接
で
深
刻
で
す
。
ま
し
て
や

失
業
中
の
人
や
母
子
家
庭
の
人
に
と
っ
て
は

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か
…
。
有
料
化
は
私
に

と
っ
て
、
一
番
寄
り
添
い
た
い
人
に
自
ら
壁

を
作
る
こ
と
の
よ
う
に
思
え
、
無
料
相
談
で

あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
続
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
ほ
ど
に
苦
し
い
運
営
で
も
「
こ
こ
ろ

の
健
康　

気
軽
な
街
角
相
談
」
を
継
続
し
て

い
た
の
は
、
い
ず
れ
行
政
と
協
働
し
て
こ
の

問
題
に
取
り
組
む
日
が
来
る
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。
毎
日
か
か
っ
て
く
る

相
談
電
話
は
設
立
３
年
目
に
は
年
間
約

８
０
０
件
に
も
及
び
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
の
人
が
誰
か
に
力
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
数
の
多
さ
を
、
行
政

が
ほ
っ
て
お
け
る
は
ず
が
な
い
と
考
え
て
い

た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
思
い
は
根
底
か
ら
覆
り
、

私
は
膝
か
ら
崩
れ
落
ち
て
二
度
と
立
ち
上
が

れ
な
い
と
思
う
ほ
ど
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る

経
験
を
し
ま
す
。

　

時
は
平
成
22
年
、
年
越
し
派
遣
村
や
若
者

の
貧
困
が
話
題
に
な
っ
た
数
年
後
の
こ
と
で

し
た
。
こ
こ
ろ
も
体
も
疲
れ
き
っ
て
い
る
人

に
は
、
自
力
で
相
談
窓
口
を
ま
わ
り
解
決
の

糸
口
を
見
つ
け
る
力
は
残
っ
て
い
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
、
住
ま
い
や
お
金
、
仕
事
等
の

色
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
社
会
的
包

摂
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
厚
労
省
か
ら
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
県
単
位
で
モ
デ
ル
事
業
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
私
は

愛
媛
県
も
手
を
挙
げ
、
相
談
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
い
く
つ
も
の
問
題
で
が
ん
じ
が
ら
め
に

な
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
救
わ
れ
る
で

世
の
中
、
ま
ん
ざ
ら

捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い 

２

特定非営利活動（NPO）法人こころ塾　代表理事。1955年４
月生まれ。静岡県出身。東京学芸大学卒業後、横浜市立聾学校・
養護学校教諭を務め、夫の実家・松山市へ。1995～2005年、
㈶骨髄移植推進財団（骨髄バンク）コーディネーター。1996
年から11年間、独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構 愛媛
障害者職業センターにて、就職支援を担当。うつ病休職者の支
援では、支援の有無が家族の崩壊や命に関わると、2008年５
月NPO法人こころ塾を設立。独立行政法人高齢・障害者雇用
支援機構のリワークプログラムを、より実践的な週５日間模擬
会社として提供。うつ病当事者会・家族会を開催し、課題支援
に取り組む。国の緊急自殺対策による多くの市町の事業に積極
的に関わり、愛媛県の委託事業では５年連続ラジオ特別番組を
放送。2013年度の講演140回以上、受講者は約8,000人。
2014年度は厚生労働省及び県委託の自殺防止対策事業を実
施。
2013年度 東温市精神保健福祉協議会委員。2014年度 松山
市自殺対策推進委員会委員。認知療法学会会員。集団認知行動
療法研究会会員。

TUNE MURAMATU村松つね
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し
ょ
う
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
し
た
。
で
も
県

担
当
者
の
考
え
は
「
愛
媛
県
に
は
ニ
ー
ズ
が

な
い
の
で
、
モ
デ
ル
事
業
に
は
手
を
あ
げ
な

い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
こ
ろ
塾
が
身

を
削
っ
て
実
施
し
て
い
る
８
０
０
件
の
相
談

は
「（
行
政
へ
の
）
相
談
ニ
ー
ズ
は
な
い
」

と
い
う
言
葉
に
形
を
変
え
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
ろ
塾
の
良
か
れ
と
思
っ
て
の
取
り
組
み

は
、
行
政
の
実
態
把
握
の
目
を
く
も
ら
せ
、

や
ら
な
く
て
も
い
い
と
い
う
お
墨
付
き
を
与

え
る
も
の
だ
っ
た
の
か
…
。こ
の
出
来
事
は
、

こ
こ
ろ
塾
の
存
在
そ
の
も
の
が
揺
ら
ぐ
事
態

で
し
た
。

　

い
き
な
り
足
を
払
わ
れ
地
に
倒
れ
込
ん
で

う
つ
ろ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
私
に
、
あ
る

製
紙
会
社
の
社
長
さ
ん
は
こ
ん
な
話
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
「
跡
取
り
と
し
て
帰
省
し
た
ふ
る
さ
と
で

は
、
子
供
の
こ
ろ
泳
い
で
い
た
川
を
自
分
の

会
社
が
汚
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
こ
と

が
と
て
も
悲
し
く
て
、
何
と
か
こ
の
川
を
き

れ
い
な
川
に
戻
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
や
機
械
の

開
発
に
夢
中
で
取
り
組
ん
だ
結
果
、
う
ち
の

会
社
は
た
く
さ
ん
の
特
許
を
取
っ
た
ん
で

す
。で
も
特
許
は
全
部
フ
リ
ー
に
し
ま
し
た
。

だ
っ
て
た
だ
で
使
え
る
よ
う
に
す
れ
ば
世
界

中
の
企
業
が
使
う
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば

世
界
中
の
環
境
が
良
く
な
る
で
し
ょ
。
何
の

た
め
に
働
く
の
だ
ろ
う
と
思
う
時
、
自
分
た

ち
は
10
年
後
の
社
会
を
作
っ
て
い
る
の
だ
と

思
う
ん
で
す
よ
」。

　

私
が
10
年
後
の
社
会
を
作
っ
て
い
る
の
で

す
。
こ
こ
ろ
塾
が
10
年
後
の
社
会
を
作
っ
て

い
る
の
で
す
。
そ
う
思
う
と
行
政
へ
の
期
待

や
失
望
は
み
ご
と
に
消
え
、「
こ
こ
ろ
塾
は

ド
ン
ド
ン
前
に
進
め
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
！　

行
政
は
後
か
ら
き
っ
と
つ
い
て
く

る
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
心
の
健
康
づ
く
り
を
通
し
て
誰
も
が
笑

顔
で
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
』
と
い
う
こ
こ
ろ

塾
の
理
念
は
明
確
で
す
。
で
も
そ
の
思
い
も

「
継
続
し
て
こ
そ
社
会
貢
献
」
そ
し
て
「
実

現
で
き
な
け
れ
ば
た
だ
の
戯
言
」
で
す
。
阪

神
淡
路
大
震
災
後
た
く
さ
ん
で
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
、
今
た
く
さ
ん
姿
を
消
し
て
い
っ
て
い
ま

す
。
赤
字
が
続
け
ば
潰
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

経
営
的
に
も
事
業
体
と
し
て
成
立
し
、
継
続

で
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
作
る
こ
と
は
本
当
に
難
し

い
こ
と
で
す
。

　

で
も
き
っ
と
大
丈
夫
！　

こ
こ
ろ
塾
は
、

社
会
貢
献
と
事
業
を
両
立
し
た
素
敵
な
先
輩

達
の
背
中
を
追
え
ば
い
い
の
で
す
。

　

一
皮
む
け
た
お
ば
さ
ん
は
、
ま
た
ま
た
高

笑
い
。「
よ
っ
し
ゃ
ー　

任
せ
と
け
！
」
と

腕
ま
く
り
で
す
。
こ
の
根
拠
の
な
い
自
信
。

見
上
げ
た
も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▲疲れている時、しんどい時ほどひょうきんになってスタッフを笑顔に

▲こころ塾村松つね「こころの健康
づくり」の話を聞かれた80歳女性
からの毛筆の礼状。県民のための
NPOです。ご依頼があれば県内ど
こへでも伺います
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●夏休み親子で学ぼう地産地消体験ツアー

親子で収穫などの体験を通じて、愛媛農産物の魅力を実感！
　えひめ愛フード推進機構とＪＡ全農えひ
め、ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会は、８月27
日、「夏休み親子で学ぼう！　地産地消体験ツ
アー」第５弾～野菜と菌床しいたけ内子コース
を実施しました。
　地産地消体験ツアーは、愛媛産農産物を親子
で見て、触れて、食べる体験を通して、地産地
消の意義を学んでもらおうと実施したもので、
当日は松山市近郊の小学生親子７組20人が参加
しました。
　ＪＡえひめ中央の小田地区を訪ねた一行は、
ＪＡえひめ中央小田ピーマン部会の泉田孝行部
会長から収穫の仕方、ピーマン栽培の状況や管
理方法を学び、袋いっぱいにピーマンを収穫。
採れたてのピーマンにかぶりついたちびっ子
は、「美味しい」「苦い」と言いながら笑顔を見
せていました。
　また、ＪＡえひめ中央小田支部しいたけ部会
の和田清光部会長の案内で菌床椎茸を収穫した
ほか、収穫したばかりの椎茸を機械でパック詰
めする作業も体験し、嬉しそうに持ち帰ってい
ました。
　小田自治センターでは、とったばかりのピー
マン・椎茸やえひめ野菜を使って昼食づくりに
挑戦。悪戦苦闘しながらも、楽しそうに野菜を

調理していました。昼食後には食育講座も行わ
れ、親子で地元の食・農とのふれあいを楽しん
でいました。
　…………………………………………………
　８月24日のツアー第４弾「野菜たっぷり西条
コース」では、親子20人がＪＡ周桑管内で特産
のアスパラガスの収穫とオムライスやサラダな
どの調理と昼食を楽しみました。
　８月８日には、ツアー第３弾「久万高原夏野
菜コース」が開かれ、７家族18人が参加し、Ｊ
Ａ松山市久万高原支所管内で特産のトマト収穫
と昼食づくりに挑戦しました。当日は、食育講
座のほか、トマトの選果場見学、早朝に行った
松山市中央卸売市場でのセリ等の見学などを通
じて、青果物が農家で生産・収穫されてからＪ
Ａを通じて出荷され、市場からお店に届くまで
の流れを学びました。
　…………………………………………………
　７月29日の西予市野村町コース（ＪＡひがし
うわのキュウリ収穫や選果場見学・料理づくり・
食育講座等）を皮切りに、夏休みの地産地消体
験ツアーでは、ＪＡ・生産者の協力を得て、収
穫や見学、作る・食べる・聞く体験を通じて、
参加した地元の消費者親子に愛媛の農産物や農
業の魅力を実感してもらうことができました。
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●ＪＡ愛媛米麦生産者組織協議会第15回総会

需要に応じた生産と品質・収量の向上に取り組む！

●平成26年度畜産振興連絡協議会総会

畜種の枠を超え希望の持てる畜産業をめざす！

　ＪＡ愛媛米麦生産者組織協議会は、８月11日、
ＪＡ愛媛で第15回通常総会を開き、26年度事業
計画を決めるとともに、髙橋征三会長（再任・
新居浜市）ほか全役員の留任を決めました。
　26年度計画では、「えひめ米」の需要に応じ
た生産と品質向上対策に取り組むこととし、需
要の安定した「コシヒカリ」「あきたこまち」「ヒ
ノヒカリ」を中心とした作付誘導、「愛の夢」「松
山三井」「しずく媛」は用途別需要に応じて生
産誘導を進めます。また、「にこまる」は県内
の平坦地域を中心に計画的な導入を進め、安定
した収量・品質を確保するための生産技術実証
に取り組みます。また、前年より削減となる生
産数量目標相当の水田は、主食以外の水田活用
米穀（備蓄米・飼料用米等）の作付を推進し、
現行の耕作面積のフル活用を進めます。１等比
率70％以上を目標に、「土づくり」など高温対策・
品質改善対策の徹底を図ります。
　生産量日本一のはだか麦は、1,700ha、小麦

200haを目標に、関係機関が連携し担い手を中
心に品質向上や確実な生産数量の確保と安定供
給体制の確立に取り組みます。
　品質・収量の向上に向けて、「トータルアグ
リード事業」に参画し、適地適作や異常気象に
対応した優良品種への転換、土壌診断に基づく
土壌改良や適正施肥に取り組むことなどを確認
しました。

　愛媛県畜産振興連絡協議会は、８月25日、松
山市のＪＡ愛媛で平成26年度総会を開き、26年
度事業計画を決めるとともに、TPPに関する
国会決議の実現を求める特別決議を採択しまし
た。
　同協議会は、肉牛・酪農・養豚・採卵養鶏の
生産者団体が、畜種の枠を超えて畜産の振興に
必要な調査や関係機関等との連絡・協議、陳情・
要請活動などを行っています。
　26年度事業方針では、将来の畜産業に希望が
持てる体制の構築、防疫・衛生管理の徹底によ
る安全・安心な畜産物の安定供給、地域社会と
調和のとれた畜産経営に取り組みます。また、
所得経営安定対策への参加促進、TPPに関する

国会決議の実現に向けて関係団体と連携し積極
的に取り組むことを確認しました。事業計画で
は、「愛媛県畜産振興議員連盟」との意見交換
会を開催する予定です。
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●第39回愛媛県ＪＡ−SSドライブウェイサービスコンテスト

最優秀賞に井上寛規さん・小玉泰之さん

　「第39回愛媛県ＪＡ−SSドライブウェイサー
ビスコンテスト」が、９月14日、ＪＡえひめ
中央小田SSで開かれ、最優秀賞はフルSSの部
で井上寛規さん（ＪＡ愛媛たいきサンライズ
56SS）、セルフSSの部で小玉泰之さん（㈱ＪＡ
東宇和サービスＪＡSS−PORT宇和）が選ばれ
ました。
　コンテストは、愛媛県ＪＡ−SSチェーン本
部が、ＪＡ−SSのCS（顧客満足）の追求とブ
ランド化に向け、接客・点検技術の向上による
SS店舗の活性化をめざし毎年開いています。
　今回は、５ＪＡからフルSSの部に12人、セ
ルフSSの部に３人が出場。模擬客を相手に、

設定された課題対応、接客サービス内容、ユー
ザー印象度の総合得点で順位が決まりました。
　最優秀賞の２人は、「経験を生かし、今まで
以上にお客様に満足して頂けるよう、日々の接
客業務に取り組みたい」などと今後の意気込み
を話していました。
　事務局の全農四国石油事業所は、「出場者の
差はわずかでレベルは年々向上している。お客
様から満点をもらえるよう、日々技能向上に取
り組んでほしい」と呼びかけました。　
　なお、フルSSの部優秀賞は、谷本和正さん（Ｊ
Ａ愛媛たいき川下SS）、竹内圭吾さん（ＪＡ愛
媛たいき長浜セルフSS）が受賞しました。

●「いよっこら」親子農業体験ツアー

子どもたちが大根と梨の収穫を満喫！
　ＪＡえひめアイパックス㈱ファーマーズマー
ケット「いよっこら」運営協力会は、食農教育
活動の一環として、８月25日、西予市野村町大
野ケ原と伊予市中山町を回る「親子農業体験ツ
アー」を実施しました。
　このツアーは、収穫体験等を通じて農業や食
の大切さ、地元農産物の美味しさや魅力を伝え
ようと毎年開催しており、今年で６年目。
　今回のツアーには、伊予市近郊の親子13組・
36人が参加。標高1,000ｍを超える四国カルス
ト・西予市野村町大野ケ原の黒河高茂さんの畑
で、特産の「大野ケ原大根」を収穫しました。
黒河さんから「大根が折れないようにまっすぐ
上の方へ抜いて」というアドバイスを受け、子
どもたちは一斉に畑に入り、苦戦しながらも力
を込めて大根を引き抜き、「大きいのがとれた」

と歓声を上げていました。
　一行は、放牧されている牛にえさをやるなど
高原の涼しい風を受けながら大野ケ原の自然を
満喫したほか、伊予市中山町でも梨狩りを楽し
みました。

▲�フルSSの部入賞者（左から）谷本さん、井上さん、竹内さん ▲�セルフの部最優秀賞の小玉さん
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　ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会とＪＡ全農え
ひめ青果販売課は、９月３日、ＪＡうま総合経
済センターで、平成26年産里芋・山の芋出荷協
議会を開きました。
　里芋は、愛媛ブランドの「伊予美人」として
の出荷が今年で９年目を迎え、ブランドイメー
ジも徐々に定着しています。ＪＡうまを中心に、
ＪＡ周桑・ＪＡ西条・ＪＡおちいまばり・ＪＡ
新居浜市で「伊予美人」を栽培。東予地区で新
規作付け等面積拡大に力を入れてきたことか
ら、栽培面積は102.3ha（前年比101％）、出荷
量は2,361ｔ（前年比134％）を見込んでいます。
　販売基本方針では、生産出荷計画に基づく安
定供給、企画販売の取り組みの拡充、「伊予美人」
ブランドの消費宣伝活動等によるPRや消費提
案などに取り組むことを確認しました。
　…………………………………………………
　ＪＡ愛媛野菜生産者協議会とＪＡうまは、特
産の里芋「伊予美人」の美味しさのPRと認知
度向上を図ろうと、試食宣伝等各種PR活動に

取り組んでいます。
　９月５日には、リジェール松山・屋上ビアガー
デンに、出荷シーズンを前に収穫した「伊予美
人」を持ち込んで、ＪＡ職員らが来場者に「い
も炊き」を振る舞い、秋の味覚「伊予美人」の
シーズン到来と柔らかくねっとりとした食感や
濃厚な甘みなどを消費者にアピールしました。
　試食した方は、「軟らかく粘りがあり美味し
い」と好評でした。

　㈱えひめ飲料は、秋の全国交通安全運動（9
月21日から9月30日まで）の啓発活動に役立
ててもらおうと、9月12日、「ポンジュース」
200ml紙パック）1,000パックを松山東交通安全
協会に贈りました。
　贈呈したジュースは、交通安全運動期間中に、
松山東警察署管内で実施される「交通茶屋」や
「高齢者教室」などの各種イベントで、交通事
故防止のチラシや反射板とともに配布・活用さ
れました。
　贈呈式は、松山東警察署で同協会主催の「秋
の全国交通安全運動推進会議」に先立ち行われ、
交通安全協会と松山東警察署の関係者が見守る
中、㈱えひめ飲料の川田永治常務が同協会の白
石恒二会長に商品を手渡しました。

　㈱えひめ飲料によるジュース贈呈は、社会貢
献活動の一環として平成22年から毎年実施し、
配布した皆さんから喜ばれています。　

●平成26年産里芋・山の芋出荷協議会＆リジェール松山屋上ビアガーデン「伊予美人」PRイベント

26年産里芋は2,361ｔの出荷を見込む

●㈱えひめ飲料が松山東交通安全協会にジュース贈呈

ポンジュースを交通安全運動に役立てて！

▲�リジェール松山屋上ビアガーデンの伊予美人「芋炊き」PR
イベントは今年も大好評！

▲�白石会長（右）に商品を贈呈する川田常務
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

●
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
が
発
売
45
周
年
と
か
。
私
も
愛
飲
し
て

い
ま
す
。
つ
ぶ
つ
ぶ
、
甘
夏
が
大
好
き
で
す
。
子
ど
も

の
こ
ろ
は
我
が
家
で
瓶
詰
め
し
て
作
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
甘
夏
は
大
好
き
で
し
た
。「
南
極
で
も

ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
」
何
か
で
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今

後
、
嗜
好
の
変
化
と
か
で
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
が
、
私
の
老
後
も
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。

　

統
計
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
読
ん
で
。
お
花
を
し
て
い
る
た
め
、
市

場
へ
毎
週
行
き
ま
す
。
も
う
30
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

あ
の
こ
ろ
か
ら
「
花
き
」
の
種
類
・
量
は
大
き
く
違
っ

て
き
ま
し
た
。
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
が
珍
し
か
っ
た
頃
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
す
。
玄
関
に
は
必

ず
生
け
て
あ
っ
た
花
は
今
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。「
花

育
」
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

	
	

（
今
治
市
・
乾　

律
子
さ
ん
）

●
統
計
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
読
ん
で
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
愛
媛
は

柑
橘
の
県
と
ば
か
り
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ば
ら
の

出
荷
量
が
全
国
第
5
位
だ
と
は
。
花
屋
さ
ん
で
、「
こ

れ
は
愛
媛
産
で
す
か
？
」
と
聞
い
て
み
た
い
な
。

　

今
年
は
熱
中
症
防
止
に
、本
誌
の
広
告
欄
に
あ
っ
た「
塩

と
夏
み
か
ん
」
を
毎
日
も
っ
て
摘
果
作
業
に
励
み
ま
し

た
。
美
味
し
い
の
で
休
憩
時
間
が
楽
し
み
で
し
た
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
井
上　

喜
美
さ
ん
）

●
「
絹
か
わ
な
す
」
を
食
べ
た
方
が
と
て
も
美
味
し
い
と

絶
賛
し
て
い
た
の
で
、ぜ
ひ
一
度
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

皮
も
柔
ら
か
く
、
本
当
に
美
味
し
そ
う
で
す
。

　

昔
か
ら
お
な
じ
み
の
「
え
ひ
め
の
ま
じ
め
な
ジ
ュ
ー
ス

で
す
」
と
い
う
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
も
う
一
度
見
た
く
な
り

ま
し
た
。
昔
見
た
、
あ
の
当
時
の
ま
ま
の
Ｃ
Ｍ
を
復
活

さ
せ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

	
	

（
西
条
市
・
本
宮　

秀
美
さ
ん
）

●
西
条
の
「
絹
か
わ
な
す
」
は
、
本
当
に
絹
の
よ
う
に
ピ

カ
ピ
カ
光
っ
て
、
ナ
ス
の
キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
と
あ
た
っ
た

音
が
ど
ん
な
お
料
理
に
し
て
食
べ
よ
う
か
…
と
思
い
が

め
ぐ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
た
生
で
丸
か
じ
り
す
る
と
茄

子
の
甘
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
す
。
で
も
お
気
を
付
け
あ

れ
、な
す
の
上
の
方
に
は
鋭
い
ト
ゲ
が
つ
い
て
い
ま
す
。

美
味
し
い
も
の
に
は
ト
ゲ
が
あ
る
？
農
の
風
景
で
取
り

上
げ
た
食
材
を
紹
介
す
る
時
に
、
美
味
し
い
お
料
理
レ

シ
ピ
も
同
時
に
載
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

	
	

（
西
条
市
・
竹
田　

久
美
子
さ
ん
）

●
特
集
・
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
発
売
45
周
年
を
読
ん
で
。
私
が

み
か
ん
作
り
の
現
役
（
昭
和
40
年
～
60
年
）
の
頃
は
、

温
州
ミ
カ
ン
が
３
０
０
万
ト
ン
～
２
５
０
万
ト
ン
と
生

産
過
剰
で
大
暴
落
も
た
び
た
び
で
し
た
。
値
段
を
安
定

さ
せ
る
た
め
、加
工
に
取
っ
て
い
た
だ
き
（
㎏
30
円
位
）

大
変
助
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

価
格
安
定
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
加
工
事
業
を
充
実
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
西
予
市
・
井
上　

カ
エ
子
さ
ん
）

●
私
た
ち
も
結
婚
と
同
時
に
み
か
ん
作
り
を
始
め
ま
し

た
。
健
康
で
し
た
の
で
、私
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
、

50
キ
ャ
リ
ー
ほ
ど
の
加
工
品
を
運
ん
だ
も
の
で
す
。
特

集
の
㈱
え
ひ
め
飲
料
の
記
事
を
読
ん
で
懐
か
し
く
当
時

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
も
出
荷
量
に
よ

り
割
り
当
て
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
は
せ
と
か
、

た
ま
み
を
頑
張
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。

	
	

（
今
治
市
・
奥
河　

敏
江
さ
ん
）

●
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
が
久
松
知
事
さ
ん
の
名
付
け
親
で
早
や

45
周
年
、懐
か
し
い
で
す
ね
。愛
媛
の
ま
じ
め
な
ジ
ュ
ー

ス
と
し
て
、
空
港
に
行
け
ば
蛇
口
か
ら
出
る
ポ
ン

ジ
ュ
ー
ス
と
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
有
名
で
す
ね
。
私
も

子
ど
も
、
孫
、
曾
孫
と
愛
飲
し
て
お
り
ま
す
。
50
年
、

１
０
０
年
と
続
く
よ
う
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

	
	

（
松
山
市
・
武
智　

セ
ツ
子
さ
ん
）

●
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
発
売
45
周
年
！　
私
が
愛
媛
県
の
東
京

事
務
所
で
働
い
て
い
た
こ
ろ
、
よ
く
愛
媛
県
青
果
連
の

方
々
が
上
京
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
発

売
45
周
年
な
ん
で
す
ネ
。「
ま
じ
め
な
農
家
の
作
っ
た

…
」
と
い
う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
良
か
っ
た
で
す
！

	
	

（
神
戸
市
・
久
保　

頼
美
さ
ん
）

●
㈱
え
ひ
め
飲
料
の
取
り
組
み
を
読
ん
で
、
母
72
歳
と
ポ

ン
ジ
ュ
ー
ス
の
昔
の
ボ
ト
ル
の
形
な
ど
の
話
を
懐
か
し

く
話
し
ま
し
た
。

	
	

（
京
都
市
・
中
村　

真
里
さ
ん
）

●
県
外
（
特
に
四
国
以
外
）
の
方
に
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
ポ

ン
ジ
ュ
ー
ス
が
出
て
く
る
と
本
当
に
信
じ
て
い
る
人
が

い
る
く
ら
い
、愛
媛
と
い
え
ば
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
で
す
ね
。

子
ど
も
た
ち
も
大
好
き
な
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
。
こ
れ
か
ら

も
安
全
・
安
心
な
ジ
ュ
ー
ス
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

	
	

（
今
治
市
・
藤
田　

亜
紀
子
さ
ん
）

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

８
月
号
の
答
え
は
「
昭
和
44
年
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

河
原
富
貴
子
さ
ん
（
松
山
市
）	

上
田
ト
ク
ミ
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

福
本　

亜
紀
さ
ん
（
松
山
市
）	

村
上　
　

瞠
さ
ん
（
今
治
市
）

平
家
カ
ツ
ミ
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）	

武
田　

光
政
さ
ん
（
伊
予
市
）

柳
原　

素
子
さ
ん
（
今
治
市
）	

松
末　
　

正
さ
ん
（
西
予
市
）

越
智　

良
和
さ
ん
（
西
条
市
）	

高
山　

亜
希
さ
ん
（
今
治
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
26
年
11
月
20
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
～
ど
」
12
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法 Ｊ

Ａ
全
農
え
ひ
め
と
Ｊ
Ａ
愛
媛
野
菜
生
産
者
組
織
協

議
会
は
、
今
年
も
８
月
31
日
の
「
野
菜
の
日
」
に
あ

わ
せ
、
消
費
拡
大
に
向
け
て
様
々
な
食
べ
方
提
案
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
ト
マ
ト
と
キ
ュ
ウ
リ
を
ど
ん

な
食
べ
方
（
飲
み
方
）
で
提
案
し
た
で
し
ょ
う
か
？

「
野
菜
○
○
ー
ジ
ー
」

★県内だけでなく県外を含め多
くの方から、ポンジュース発
売45周年に関するお便りをい
ただきました。リーダーズ通
信では全て紹介できませんで
したが、「思い出す」「懐かし
い」「頑張って」などの言葉
を見て45年の歴史、そして「愛
媛のまじめなポンジュース」
に愛着を持っている方＝ファ
ンの多さを改めて実感。そし
て、「清く正しくたくましく　
みんなでつくる良いミカン　
みかんは心の太陽だ　愛媛　
愛媛　ポンジュース」という
フレーズや昔見ていたテレビ
CMを思い出しながらお便り
を読ませていただきました。

（正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約129kcal
豚バラ肉（スライス）	 100ｇ
塩	 小さじ１
エリンギ	 1/2パック
マイタケ	 1/2パック
人参	 1/5本
里芋	 ２個
白ネギ	 1/2本
青ネギ	 ２本
ダシ	 1,200㏄
　塩	 小さじ１
　薄口醤油	 数滴
　ミリン	 少々
コショウ（好みで）	 適量

〈作り方〉
①　豚肉は細かく刻む。
②　白ネギはみじん切りにする。
③　レンコン、椎茸、ギンナンは小さめの角切り
にし、片栗粉をまぶす。

④　ボウルに①を入れてよく混ぜ、②を加えてさ
らに混ぜる。

⑤　④にⒶを混ぜ、③と片栗粉、ゴマ油を入れて
よく混ぜて種を作り、20個に丸める。

⑥　シューマイの皮を５㎜幅に切り、ほぐして、
⑤の周囲につける。

⑦　白菜の上に⑥のシューマイを並べ、蒸し器で
10分程蒸す。

⑧　辛子醤油をつけて食べる。

ころころ豚シューマイ 沢
さ わ

煮
に

椀
わ ん

豚肉ソテー 和風きのこクリームソース

〈作り方〉
①　豚肉は塩・コショウをして、小麦粉をまぶし、
フライパンに油を熱し、両面焼く。

②　シメジとマイタケはほぐして、タマネギは薄
切り、人参は千切りにする。

③　豚肉を取り出したフライパンに油を熱し、ニ
ンニクを炒め、香りが出れば②を炒める。

④　豆乳とダシを加えて、トロミがつくまで煮込
む。

⑤　白味噌と醤油で味を調え、バターを加えコク
を出す。

⑥　器に、茹でたホウレンソウ、食べやすく切っ
た豚肉、⑤のソースを盛りつける。

〈作り方〉
①　豚肉は５㎜幅に切り、塩をまぶして15分程
置く。

②　沸いた湯の中に①をさっと入れ、冷水にとる。
③　エリンギは３㎝の長さに薄切り、マイタケは
ほぐし、人参は千切り、里芋は半分にして薄
切り、白ネギは斜めに切る。

④　鍋に水気を切った②を炒め、ダシを加え、人
参と里芋を入れ、柔らかくなるまで弱火で煮
る。

⑤　④にエリンギ、マイタケ、白ネギを加えて火
を通し、Ⓐで味を調える。

⑥　器に盛り、小口切りの青ネギを中央にのせる。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約377kcal
豚モモ肉（スライス）	 350ｇ
白ネギ	 1/2本
レンコン	 50ｇ
椎茸	 ４枚
ギンナン	 20粒
片栗粉	 大さじ１
　ショウガ汁	 大さじ１
　塩・コショウ	 少々
　酒	 大さじ１
　濃口醤油	 大さじ１
　砂糖	 小さじ１
片栗粉	 大さじ１
ゴマ油	 小さじ１
シューマイの皮	 40枚
白菜	 ２枚
辛子醤油	 適量

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約281kcal
豚肩ロース肉（トンカツ用）　	 ４枚
塩・コショウ	 少々
小麦粉	 大さじ４
オリーブ油（２回分）	 大さじ1
ニンニク（みじん切り）	 １かけ
シメジ	 1/2パック
マイタケ	 1/2パック
タマネギ	 1/2玉
人参	 中1/4本
豆乳	 200㏄
ダシ	 200㏄
白味噌	 大さじ１
醤油	 少々
バター	 10ｇ
ホウレンソウ	 １束

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古正子先生

▲

（
左
）
豚
肉
ソ
テ
ー 

和
風
き
の
こ
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
、（
前
）
こ
ろ
こ
ろ

豚
シ
ュ
ー
マ
イ
、（
右
）
沢
煮
椀

Ⓐ

Ⓐ

愛媛産の飼料をふんだんに
満足度の高いおいしさです

今月の素材

豚肉（ふれ愛・媛ポーク）

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。
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